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課
題
を
発
見
す
る
手
が
か
り
と
な
り
、
今

後
他
の
方
を
助
け
る
制
度
の
誕
生
に
結
び

つ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

令
和
2
年
叩

月
8
日
(
木
)

実
施
の
定
例
会

で
は
、
地
域
防

災
計
画
の
見
直

し
に
つ
い
て
、

精
華
町
役
場
総

務
部
危
機
管
理

室
野
村
参
事

よ
り
概
要
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

精
華
町
は
地
域
に
よ
っ
て
、
災
害
特
性

が
異
な
り
、
防
災
計
画
も
そ
れ
ぞ
れ
の
特

性
に
合
わ
せ
て
策
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
今
回
は
主
に
水
害
に
焦
点
を
当
て
た

も
の
で
、
木
津
川
の
氾
濫
に
よ
る
浸
水
被

害
が
想
定
さ
れ
る
地
域
で
あ
る
「
祝
園
」

「
狛
田
」
「
菅
井
」
に
つ
い
て
、
地
図
を

使
い
3
段
階
の
避
難
レ
ベ
ル
に
対
応
し
た

避
難
経
路
計
画
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

従
来
で
あ
れ
ば
車
で
の
避
難
は
ご
法
度
と

言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
新
計
画
で
は
車

で
の
避
難
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
車

で
避
難
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
避
難
所
の

密
を
防
い
だ
り
、
水
没
に
よ
る
廃
車
の
処

分
費
用
(
税
金
)
を
減
ら
す
働
き
も
あ
る

と
の
こ
と
で
す
。

民
生
児
童
委
員
か
ら
は
「
防
災
計
画
の

見
直
し
に
よ
り
避
難
さ
れ
る
側
の
地
区
へ

の
説
明
は
ど
う
す
る
の
か
」
「
各
集
会
所

を
避
難
拠
点
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
集
会

所
へ
の
防
災
無
線
設
置
が
必
要
で
は
な
い

か
」
な
ど
の
質
問
が
上
が
り
ま
し
た
。
ま

だ
、
計
画
は
見
直
し
段
階
で
す
の
で
、
こ

れ
ら
の
意
見
や
新
た
に
要
望
が
あ
れ
ば
、

そ
れ
も
検
討
し
て
計
画
が
策
定
さ
れ
る
と

の
こ
と
で
す
。

。
京
都
府
社
会
福
私
協
議
会

会
長
表
彰

【
民
生
委
員
・
児
童
委
員
特
別
功
労
者
】

民
生
児
童
委
員
活
動
を
ロ
年
以
上
続
け

て
い
る
次
の
方
が
受
賞

西
島
和
代
(
東
地
区
)

。
全
国
社
会
福
私
協
議
会

会
長
表
彰

在
任
中
で
、
民
生
児
童
委
員
活
動
を
日

年
以
上
続
け
て
お
り
、
以
前
に
知
事
表
彰

等
を
受
賞
さ
れ
且
つ
、
民
児
協
で
の
組
織

発
展
等
の
功
績
の
あ
る
次
の
方
が
受
賞

加
藤
博
(
精
華
台
二
丁
目
地
区
)

コ
ロ
ナ
禍
で
の
民
生
活
動
を

A
7
年
度
は
縮
小
し
て
行
っ
て
い
ま
す




